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人 人 

中央区は生活に便利な土地柄、転入出が多く、お隣にどのような人が住んでいるのかわ
からないという声も少なくありません。以前は向こう三軒両隣の精神で、ちょっとした困りごと
などはご近所さん同士で解決し、ごくあたりまえに支え合ってきました。 
むかしはむかしの支え合い方がありましたが、令和になった今、札幌市から委託され地区

に配属されている生活支援推進員と一緒に、いろいろな角度から新しい見守りのかたちを
作っていきませんか。 

 
 

中央区南8条西12丁目にお店を構える『丸一質舗』 

さんへ生活支援推進員が初訪問したのは１年以上前 

のこと。かばんやライター、ベルトや麻雀パイなど掘り出し 

物がところ狭しと並んでいます。次から次へと楽しい発見が

あり、また来たくなる質屋さんです。リピーターが多いのもうな

ずけます。 
 

今回は、曙地区の質屋さんの見守り活動についてご紹介します。 
 

○丸一質舗(曙地区)  

 

地域の行事
にも協力。
ハロウィンで
お菓子をも
らった子ども
たちから届
いた感謝の
手紙 

写真手前の会
社は創業45周
年の丸一商行
（ディスカウント
ショップ） 
 
写真奥の志ちや
は60周年 
 

子どもたちからの感謝の手紙 
※丸一喫茶 
社長が美味しいコーヒ
ーを淹れてくれるお店
の奥のスペースのこと 
 

人柄がにじみ出る笑顔と訪問者を楽しませる話術が 

魅力の北岡社長から、丸一喫茶(※)でお話を伺いました 
 
 

２代目 北岡文孝社長 



 

 

  
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
                                

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

お店の経営に加え、町内会の総務、商店街のお世話役、趣味の会のお世話役と、活躍されてい
る北岡社長。以前町内会の班長として、毎月「広報さっぽろ」を配布していた際には、顔と顔の見え
る見守りがいかに大事かという思いから、おひとり暮らしの高齢者へ積極的に声をかけていたそうです。 

お父様が創業者だとうかがいました。 
戦後の混乱期で物資が不足し、みんなが厳しい生活を強いられる中、お金を借りられる場所

は唯一質屋さんで、地域の人々の暮らしを支えるのに重要な役割を果たしていたようです。 
父は、質草（しちぐさ）の価値より困窮の状況からお金だけでなく物資の面でも援助していた

ようで、この姿が自分のバックボーンになっていると思います。※質草（しちぐさ）…質に入れる品物のこと 

苦 労 

これまで、大変だった時期や乗り越えられてきた思いをお聞かせください。 
父からお店を受け継いだ後は会社を設立。質流れだけでなく新品を含めたディスカウントショップ

の先駆けのような商売を始めました。はじめは赤字続きで、３年目も赤字だったら…と寝る間もな
く年中無休で働いたのが懐かしいです。 

まちの 
変化 

仕事の
つながり 

今思うことは？ 
生活に困窮されていそうな方が訪ねて来たり、腕時計が動かなくなったといって来られる方もいま

す。（ウチは時計屋じゃないけどね笑）ウチを頼ってくれる人、地域の方の役に立つことは少しでも
できればと考えています。 

まちをずっと見てこられて、なにか感じることはありますか？ 
質屋には様々なお客様が見えられますが、よく見ていると「質屋は世の中の政治経済の縮図」

と思わせられます。よって私は、何紙かの新聞や雑誌を読み、デモや講演会に行ったりして世相の
状況の把握に努めています。これからも、昔の質屋の「地域生活を支える」という本質を忘れず、
私どもの対応一つで防犯につながることがあることも踏まえ、仕事に向き合っていきたいと思います。 

父の背中
を見て 

社会福祉法人 札幌市中央区社会福祉協議会 
札幌市中央区大通西２丁目(中央区役所仮庁舎内5階) 
011-281-6113 

NPO法人ワーカーズコープ 
札幌市中央区南2条西10丁目6－2PPCビル7階 
011-280-5225 

商店街や町内での活動などされていますがいかがですか？ 
以前まわりにいくつもあった商店組合ですが、この辺で唯一存続しているのは私たちの『八条商

工会』です。存続している理由を私なりに考えますが、商業主義ではなく奉仕、感謝の気持ちを
地域住民に還元しようという精神にあると思っています。仲間も父親の代から「無尽（※）」など
も通して仲がいいんです。集まったらこれからの町内どうする、商店街どうする？という話になって絆
が強い。今でも、新年会や花見の会、観楓会など顔の見えるつきあいを大事にしています。 
商工会のお祭りは時代とともに変容しています。コロナ禍のため現在は、地域の児童福祉団体

「社会福祉法人あむ」さんのお祭りに地域の方と共に協力しています。 
※無尽…日本で一般の人々の間で古くからあった相互扶助的な金融方式 

地域の
つながり 
 

便利な
サービス 

生活支援推進員より 
 
新しくても古くても大切に扱われている品物から、北岡社長の人柄が伝わります。店の中に設置してい

るベンチでは、社長とお客さんの他愛もないおしゃべりがはずみます。来た時より元気になって帰っていける
温かい場所です。「また話しに来てもいいかい？」と笑顔で帰っていくお客さんの気持ちがよくわかりました。 

 
 丸一質舗さんはじめ、個性豊かなさまざまなお店は、高齢者が安心して暮らすために大きな役割を
担ってくれています。 
「このお店屋さんでは自然な形で見守りしているようだ。」「ここに地域を思う頼りになる人がいるよ。」
などの情報がありましたら、ぜひ、生活支援推進員にお声がけくださいね🌸 
地域を盛り上げたい人募集中！一緒に考え、盛り上げていきましょう(^.^)/ 


